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5 一 ダク ス ( 斎 戒 ) 
① ダク スム ( 斎 戒 ) の 意味 と その 義務 性 と 徳 : 


@ 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 、 し も べべ が 自ら の 欲望 に 従う か 、 あ る い は 
その 主 に 従う か を 試す た め に 、 イ バー ダ ( 代 拝 行為 ) を 多様 な 形 に 定め られ まし た 。 そ 
し て 宗教 に お いて 、 サ ウム の よう に アッ ラー の 御 顔 を 求め て 飲食 物 や 性 交 な どの 自ら の 
欲望 を 制限 する 種類 の も の も 定め られ た 一 方 、 ゲ ター ( 浄 財 ) や ダダ (施し ) の よう 
に アッ ラー の 御 顔 を 求め て 財 な ど 自 ら 和 欲求 する も の を 費やす 種類 の も の も 定め られ ま 
し た 。 も し か する と ある 者 は 容易 に 1000 リヤ ル ' 施 すこ と は 出来 て で も 、1 日 の サウ ム に 
すら 耐え られ な いか も しれ ま せん 。 ま た その 逆 の 場合 も ある で し ょ う 。 こ の よう に アッ 
ラー は 、 し も べべ を 試す た め に イ バ ー ダ を 様々 な 形 に 多様 化 さ せら れ た の で す 。 














人 , 心 の 改善 : 


い 


心 の 改善 と 矯正 は 、 主 の み に 関 心 を 集中 させ 、 そ し て か れ に 親 し な ゃ こと で 達成 され ま 
す 。 し か し 飲食 や 言葉 や 睡眠 の 過多 、 そ し て 人 々 と 必要 以上 に 交わ る こと な ど は 人 を その 
主 か ら 断 絶 さ せ て し まい 、 乱 雑 さ や 放 逸 さ を 助長 し ます 。 そ こ で 僅 大 か つ 慈 悲 深い お 方 は 
その ご 慈悲 ゆえ 、 し も べた ち に 飲食 過多 を 解消 し 、 至 高 の ア ッ ラ ー へ の 道 に お いて 障害 と 
な る 様々 な 欲望 か ら 心 を 解き 放つ べく 、 サ ウム を 定め られ た の で す 。 
また アッ ジー は 、 し も べた らち に アデ テディ アー ンジ (お 省 り ) を 定め られ まし た 。 それは 
心 が ア ッ ラ ー へ と 専念 し 、 か れ と 交流 し 、 そ し て 他 の も の と は 隔絶 し て か れ と 2 人 きり に 
な る 機会 を 提供 し ます 。 ま た アッ ラー は 来世 に お いて 何 の 益 に も な ら な いよ うな 言葉 を 抑 
制 し 、 心 身 を 益 す る キー スム ・ デ ッ テ ラ アブ ( 夜 の 任意 の 礼拝 ) も 定め られ まし た 。 


























@ サウ ム と は : 偉大 か つ 荘 厳 な る ブッ ラー へ の 奉仕 と 服従 と し て サウ ム を 
する と いう 意図 を 持ち つつ 、 真 の ファ ジュ ル ( 暁 ) ? か ら 日 没 ま で 、 飲 食 や 性 交 な どの 
サウ ム を 無効 化す る 諸 要 因 か ら 身 を 控え る こと で す 。 





@ サウ ム が 定め られ た こと の 英知 : 


1 一 サウ ム は 、 義 務 行 為 を 遂行 し 禁止 行為 を 放棄 する こと に よっ て 、 僅 大 か つ 荘 厳 な 
る アッ ラー に 対す る タク シー を 獲得 する 手段 で す 。 





! 訳者 注 : 日 本 円 で 約 3 万 円 ほど (2007 年 9 月 現在 ) に 相当 し ます 。 

2 訳者 注 : イス ラー ム 法 に お ける ファ ジュ ル ( 暁 ) に は 2 つ あ り 、 偽 の ファ ジュ ル と 真 の ファ ジュ ル が あり ます 。 前 者 
は 夜明け 前 に 縦 に 伸び る 光 で 、 後 者 は 全体 的 に 広がっ て くる 光 で す 。 

3 訳者 注 :「 タ クワ ー」 は 「 自 ら を 守る 」 と いう 動詞 の 名 詞 形 。 つ まり アッ ラー を 明 れ 、 ま た その お 怒り と 懲罰 に つ な 




















7 
描 M 
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2 一 サウ ム は 人 に 自ら を 規律 づけ 、 和 欲望 を 抑制 する こと を 教え て くれ ます し 、 
任 を 全う し 困難 に 耐え る 訓練 を 施し て くれ ます 。 











を 養 いま す 。 そ し て それ に より 、 作 者 や 困 


3 一 サウ ム は 、 同 胞 の 痛み を 分 か ち 合う 心 
こう し て 愛情 や 同胞 愛 と いっ た も の が 養 わ れる の 


徐 者 へ の 善行 や 奉仕 へ と いざ な いま す 。 
GRHdEs 








4 一 サウ ム は 魂 を 浄化 し 、 卑 し い 性 格 や 悪徳 な ど を 直し て くれ ます 。 ま た 消化 器官 を 
過労 か ら 休息 させ 、 そ の 活力 と 回 復 を 促し ます 。 








@ ラマ ダー ン 月 ! の サウ ム は イス ラー ム の 5 柱 の 1 つ で す 。 偉 大 か つ 蘭 厳 な 
る アッ ラー は ヒジ ュ ラ 暦 2 年 に それ を 定め られ まし た 。 





@ ラマ ダー ン 月 は 最良 の 月 で す 。 その 月 末 の 10 日 間 の 夜 は 、 ズ ー・ ア ル テ 
ヒッ ジャ 月 ? の 最初 の 10 日 間 の 昼 よ り 優れ て いま す 。 一 方 ズー・ ア ル テ ヒ ッ ジ ャ 月 の 最 
初 の 10 日 間 の 昼 は 、 ラ マダ ー ン 月 の 最後 の 10 日 間 の 昼 よ り は 優れ て いま す 。 そ し て 1 
週間 の 内 最良 の 日 は 金曜 日 で 、 プ アー が ・ ア ルケ テア が み メ ハ ー (犠牲 祭 ) の 日 は 年 間 を 通 
て 最良 の 日 で や り 、 ラ アム ・ ア アルテア が ゥ メグ ? は 年 間 を 通し て 最良 の 夜 で す 。 








@ ラマ ダー ン 月 の サウ ム の 壮 務 性 : 


ラマ ダー ン 月 の サウ ム は 男女 を 問わ ず 、 全 て の ① ゆ ムスリム 、② 成 人 、⑧③ 理 性 が 健常 
な 者 、④ サ ウム を 遂行 可能 な 能力 を 備え て いる 者 、⑤ 定 住 者 、⑥ ま た 月 経 や 産後 の 出血 な 
どの サウ ム の 有効 性 を 妨げ る 要素 が な い 者 に 、 義 務 付 けら れ て いま す 。 
また アッ ラー が ウン マ (イス ラー ム 共 同体 ) に 定め られ た サウ ム は 、 そ れ 以 前 の 啓 
典 の 民 に も 定め られ て いま し た 。 

至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 釣人 信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 以前 の 者 た ち 
に も 定め られ た よう に 、 あ な た 方 に も サウ ム が 課せ られ た 。( そ れ に よっ て ) あな た 方 は 妨 
クア ジー を 獲得 する で あろ う 。 還 (クルアーン 2 : 183) 























が る よう な 行い - つま りか れ が 命じ られ た こと に 反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 事柄 を 犯し た りす る こと な ど - を 避け 
る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 怒り や 懲罰 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 

4 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 9 月 の こと 。 

5 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の こと 。 

6 訳者 注 :「 ラ イラ ト ・ ア ル ニ カ ドゥ ッ ル 」 は ラマ ダー ン 月 最後 の 10 日 間 の 内 の どれ か 、 あ る い は 最後 の 7 日 間 の どれ か 
で ある な ど と いう 伝承 が あり 、 諸 説 あ り ま す 。 ア ッ ラ ー は この 夜 、 ア ッ = ニ ラウ フ ・ ア ル = テ マハ フー ズ ( 護 ら れ た 板 ) 
か ら 向 こう 1 年 分 の 諸事 を お 望み の まま に 定め られ ます が 、 預 言 者 ムハンマド (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
に クル アー ン を 啓示 され る べく 、 そ れ を アッ テラ ウフ ・ ア ル = テ マハ フーズ か ら 天 の 最 下 層 に まで 下さ れ た の が この 夜 の 
こと で し た 。 こ の 夜 は 天 を 昇り 降り する 天使 で 世界 中 が 満た され る と 言わ れ ま す 。 ク ルアー ン 97 章 参 照 の こと 。 















































, ラマ ダー ン 月 の 条 : 





ラマ ダー ン 月 に 入る と 、 天国 の 扉 は 開け 放 た れ ま す 。 そ し て アッ ラー は その 月 の 毎 
晩 、 地 獄 か ら 人 々 を 救 わ れ ま す "。 そ し て その 月 の 後半 に は 、1000 の 月 に も 優る と 言わ れる 
1 晩 が 潜ん で いる の で す 。 








アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ ラ マダ ー ン 月 が 来る と 、 天 国 の 諸 門 は 
開け 放 た れ 、 地 獄 の 諸 門 は 閉じ られ る 。 そ し て シャ イタ ー ン は か せ を つけ られ (て 拘束 さ 
れれ) る の だ 1 (アル ー ジ パー リー と ムスリム の 令 承 9 





() サウ ム の 和徳 : 





1 一 アプ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アー ダム の 子 _ (人間) の 全て の 行 
い は 、 そ の 10 億 から 700 倍 の 矢 行 と し て 倍増 させ られ る 。 僅 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 仰 
っ た :「 但 し サウ ム は 別 で ある 。 そ れ は われ の た め の も の で あり 、 わ れ は それ に (特別 な ) 
報奨 を 授け る 。( と いう の も サウ ム す る 者 は ) われ ゆえ に その 欲望 と 食事 を 放棄 し た か ら で 
ある 。」 そ し て サウ ム す る も の に は 2 つの 喜び が ある : サウ ム を 解く と き の 喜 びと 、 主 と 亡 
見 し た 時 の (特別 な ご 褒美 に 対す る ) 喜び で ある 。 そ し て (サウ ム す る 者 の ) 口臭 は 、 ア 
ッ ラ ー の 御 許 に お いて 魔 香 の 香り より も 芳しい も の な の だ 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 








2 一 アブ プー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :“ ラ アラ ム ・ ア レル テ タ が ルル を プー 
マー ン と 報奨 へ の 望み を も っ て ダラ ー (礼拝 ) する 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯 し た 罪 を 散 さ れる 
で あろ う 。”"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 





3 一 サハ ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 に は 8 つの 門 が ある 。 そ し て そこ に は ダグ ウス の 徒 し 
が で こ が か がら 和信 る こと の な い 、 グッ ラー ラ ア チーン と と いう 名 の 門 が ある 。」 (デル ー ク ハー リー 
と ムスリム の 伝承 ゆり 








7 訳者 注 : つま り 地獄 に 値する よう な 罪深い 人 た ちの 罪 を お 表 し に な られ る 、 と いう こと で す 。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3277) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1079)。 文章 は ムスリム の も の 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1894) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1151) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

10 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1901) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (760)。 

nm サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3257) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1152)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


